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年
頭
に
当
た
り
、
村
議
会
を
代
表
し
ま

し
て
、
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
台
風
や
豪

雨
で
北
海
道
や
九
州
北
部
な
ど
、
全
国
的

に
甚
大
な
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
幸

い
に
本
村
で
は
大
き
な
被
害
も
な
く
安
堵

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
村
で
は
平
成
27

年
11

月
か
ら
長
い
期

間
交
通
止
め
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
国
道

４
４
５
号
（
瀬
目
ト
ン
ネ
ル
）
が
、
昨
年

７
月
に
全
面
開
通
と
な
り
、
国
道
４
４
５

号
九
折
瀬
・
神
屋
敷
間
の
道
路
改
築
工
事

も
着
工
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
で
安
心
し
て
住
み
続
け
る
た

め
の
宮
園
砂
防
堰
堤
が
完
成
し
、
九
折
瀬

砂
防
堰
堤
も
一
部
が
完
成
し
て
お
り
ま
す
。

　

村
政
で
は
、
交
流
人
口
を
増
や
す
た
め

の
施
策
で
あ
り
ま
す
歴
史
文
化
交
流
館
が

４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
水
没
予
定
地
利
活

用
計
画
の
東
部
エ
リ
ア
が
一
部
着
工
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

村
議
会
も
昨
年
７
月
の
改
選
で
、
議
会

改
革
に
よ
り
定
数
が
10

人
か
ら
８
人
と
な

り
ま
し
た
が
、
全
議
員
が
そ
の
職
責
の
重

さ
を
認
識
し
て
、
新
た
な
気
持
ち
で
村
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

８
月
に
は
11

回
目
の
国
、
県
、
村
と
の
三

者
協
議
「
五
木
村
の
今
後
の
生
活
再
建
を
協

議
す
る
場
」
が
開
催
さ
れ
、
村
議
会
と
し
て

国
道
４
４
５
号
（
九
折
瀬
・
神
屋
敷
間
）
の

改
築
工
事
の
早
期
完
成
と
県
道
25

号
宮
原
・

五
木
線
（
八
代
側
）
の
改
良
の
早
期
着
手
、

そ
し
て
、
平
成
31

年
か
ら
の
村
づ
く
り
財

源
支
援
の
継
続
な
ど
を
強
く
要
望
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
６
月

に
蒲
島
県
知
事
や
岩
下
県
議
会
議
長
に
も

要
望
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
村
の
一
番
の
課
題
は
、
人
口
減
少
と

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
課
題
解
決
の
た
め
、
村
は
多

種
多
様
な
対
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

議
会
と
し
て
も
地
方
創
生
に
関
す
る
特
別

委
員
会
を
設
置
し
て
議
論
し
、
平
成
27

年

10

月
に
策
定
さ
れ
た
「
五
木
村
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
実
現
に
向
け

て
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
執
行
部
に
強

く
求
め
て
お
り
ま
す
。

　

村
議
会
は
行
財
政
運
営
の
批
判
と
監
視
、

具
体
的
な
政
策
の
最
終
決
定
な
ど
、
議
会

の
持
つ
使
命
を
達
成
す
る
た
め
、
地
域
住

民
と
対
話
を
重
ね
、
住
民
福
祉
の
向
上
と

地
域
社
会
の
発
展
を
目
指
し
て
積
極
的
に

努
力
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
方
に
と
っ

て
、
素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
り
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

議長新年挨拶議長新年挨拶
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五 木 村 議 会 議 長
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旧東小跡地周辺の利活用
木材流通センター設立へ出資

12月定例会

　

平
成
29

年
第
4

回
五
木
村
議
会
定
例

会
を
、
平
成
29

年
12

月
12

日
か
ら
14

日

ま
で
の
3

日
間
開
催
し
た
。

　

「
諮
問
」
1

件
、「
人
事
」
1

件
、「
条

例
改
正
」
5

件
、
「
指
定
管
理
者
の
指

定
期
間
の
変
更
」
1

件
、「
財
産
の
処
分
」

1

件
、
「
工
事
請
負
変
更
契
約
」
1

件
、

「
補
正
予
算
」
6

件
、
「
議
員
提
案
」
1

件
の
合
計
17

件
に
つ
い
て
審
議
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は

1

番
岡
本
精
二
議
員
に
よ
る
反
対
討

論
が
行
わ
れ
、
賛
成
4

：
反
対
3

で

可
決
し
た
。

《
諮　

問
》

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

辻　

篤
子
さ
ん
（
頭
地
）

《
人　

事
》

○
五
木
村
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

山
村
光
代
（
住
民
税
務
課
長
）

《
条
例
改
正
》

○
五
木
村
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◯
五
木
村
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

◯
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◯
五
木
村
行
政
手
続
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

◯
五
木
村
移
動
通
信
用
鉄
塔
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

《
指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
の
変
更

》

○
林
業
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
廃
止
に
伴
う
、
指
定
管

理
者
の
指
定
期
間
の
変
更

《
財
産
の
処
分
》

○
分
収
契
約
満
了
に
伴
う
立
木
売
買

《
工
事
請
負
変
更
契
約
》

工
事
名

（
仮
称
）
水
没
予
定
地
東
部
エ
リ
ア

造
成
工
事
（
そ
の
1

）

契
約
金
額

　

当
初 

７
７
，３
２
８
，０
０
０
円

　

変
更 

７
６
，０
３
４
，３
７
７
円

　

減
額 

１
，２
９
３
，６
２
３
円

契
約
の
相
手

　

株
式
会
社 

技
建
日
本

《
議
員
提
案
》

○
道
路
事
業
予
算
の
総
額
確
保
等
に
関

す
る
意
見
書
の
提
出

《
補
正
予
算
》

　

水
没
予
定
地
東
部
エ
リ
ア
（
旧
東
小
跡
地
周
辺
）
の
利
活
用
に

伴
い
、
建
築
工
事
監
理
業
務
及
び
総
合
的
な
監
修
業
務
の
委
託
費
、

工
事
請
負
費
及
び
備
品
購
入
費
に
4
億
３
６
５
万
円
。

　

ま
た
五
木
産
材
の
ス
ム
ー
ズ
な
流
通
拡
大
を
図
る
た
め
の
組
織

と
し
て
「
五
木
村
木
材
流
通
セ
ン
タ
ー
」
設
立
の
た
め
、
７
３
０

０
万
円
の
出
資
が
決
ま
っ
た
。

こんなことが決まりました

（単位：千円）

会　　計　　名 補正前額 補正額 予算現額

一 般 会 計 2,794,945 547,705 3,342,650

国民健康保険特別会計 192,607 1,263 193,870

簡易水道事業特別会計 20,721 583 21,304

介 護 保 険 特 別 会 計 215,460 △7,076 208,384

後期高齢者医療特別会計 22,919 299 23,218

情報通信事業特別会計 33,953 300 34,253
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主な一般会計補正予算（12月定例会）
（単位：千円）

財政調整基金費 林業振興基金積立金（村有林の売り払いによる歳入分） 21,429

企 画 費

水没予定地東部エリア建築工事監理業務委託料 10,132

水没予定地東部エリア総合監修業務委託料 1,059

水没予定地東部エリア建築工事 340,477

水没予定地東部エリア整備備品購入 51,988

諸 費
分収造林立木売払収入地主支払金 6,794

分収造林間伐材売払地主支払金 7,400

生活交通対策費 地方バス運行等特別対策補助金 18,528

林 業 振 興 費 五木村木材流通センター設立出資金 73,000

林 道 開 設 費 林道八重線開設工事 14,000

道 路 維 持 費 村道梶原線道路改築工事（東部地区） 13,300

第

６
回　

臨

時

会

　

平
成
29

年
第
6

回
五
木
村
議
会
臨
時

会
を
、
平
成
29

年
10

月
24

日
開
催
し
た
。

　

「
専
決
処
分
の
承
認
」
1

件
、「
条
例
の

一
部
改
正
」
1

件
、「
工
事
請
負
契
約
の

締
結
」
2

件
の
計
4

件
に
つ
い
て
審
議

の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

《
専
決
処
分
の
承
認
》

◯
一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
に

つ
い
て

《
条
例
の
一
部
改
正
》

◯
五
木
村
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

《
工
事
請
負
契
約
の
締
結
》

◯
ア
ナ
ロ
グ
無
線
老
朽
化
に
伴
う
、
防

災
行
政
無
線
同
報
系
デ
ジ
タ
ル
化
一

次
整
備
工
事

　

契
約
金
額

１
６
７
，４
４
３
，２
０
０
円

　

契
約
の
相
手

　
　

日
建
電
設 

株
式
会
社 

人
吉
支
店

◯
林
道
八
重
線
開
設
工
事

　

契
約
金
額

５
８
，５
３
６
，０
０
０
円

　

契
約
の
相
手

　
　

株
式
会
社 

技
建
日
本

主な一般会計補正予算
（単位：千円）

衆議院議員選挙費

時間外勤務手当 2,193

投票管理者・立会人等費用

弁償
736

保健衛生総務費
保健福祉総合センター給水加

圧ユニット取替修繕料
789
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サッカーの練習試合風景

早田吉臣 議員

スポーツエキスパートの育成は
和田村長　村で確保出来ればと思う
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一般
　　質問

質
問　

学
校
教
育
の
教
育
成
果

が
見
え
始
め
て
い
る
。
今
ど
の

よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長　

学
校
の
先
生
方
の
頑

張
り
と
支
援
員
を
３
人
。
五
木

な
ら
で
は
の
教
育
を
実
践
し
て

い
る
の
で
能
力
が
向
上
し
て
い

る
と
捉
え
て
い
る
。

質
問　

教
育
長
の
答
弁
を
聞
か

れ
、
村
と
し
て
、
村
づ
く
り
に

ど
の
よ
う
な
形
で
捉
え
ら
れ
て

い
る
か
。

村
長　

夏
休
み
の
集
中
講
座
や

支
援
員
の
活
動
、
終
業
時
か
ら

下
校
ま
で
の
時
間
の
指
導
な
ど

で
効
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

質
問　

学
校
教
育
が
成
果
を
見

せ
て
い
る
の
で
人
口
減
少
と
高

齢
者
の
生
き
が
い
対
策
、
社
会

教
育
と
地
域
づ
く
り
と
一
体
化

し
た
村
づ
く
り
は
、
考
え
ら
れ

な
い
か
。

村
長　

五
木
な
ら
で
は
の
特
色

を
出
す
た
め
に
は
も
う
一
歩
踏

み
出
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

総
合
教
育
会
議
な
ど
で
話
題
に

な
る
の
で
、
皆
さ
ん
と
知
恵
を

出
し
模
索
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

地
域
で
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

の
選
手
を
育
て
る
指
導
者
を
つ

く
り
社
会
教
育
と
反
映
さ
せ
て

い
く
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

村
長　

五
木
村
で
は
少
人
数
の

競
技
、
個
人
競
技
に
な
る
と
思

う
の
で
、
指
導
者
に
協
力
隊
な

ど
に
就
い
て
も
ら
い
３
年
の
任

期
で
終
わ
る
こ
と
な
く
指
導
を

続
け
て
も
ら
い
た
い
。

住
民
健
診
と
高
齢
者
介
護
に

つ
い
て

質
問　

住
民
健
診
の
受
診
率
と

医
療
費
の
こ
れ
ま
で
の
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

保
健
福
祉
課
長　

住
民
健
診
は
、

県
内
で
も
受
診
率
１
位
。
医
療

費
は
、
一
人
当
た
り
46

〜
47

万

円
く
ら
い
、
県
下
で
上
か
ら
４

位
。
そ
の
中
の
ガ
ン
の
治
療
費

が
27

％
精
神
科
が
19

％
と
な
っ

て
い
る
。
後
期
高
齢
者
の
一
人

当
た
り
の
医
療
費
は
78

万
３
９

６
４
円
で
県
下
45

町
村
の
う
ち

44

位
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

受
診
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ

ア
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

保
健
福
祉
課
長　

保
健
師
が
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
訪
問
し
て
熱
心

に
指
導
し
な
が
ら
対
応
し
て
い

る
が
後
々
の
病
院
受
診
に
繋
が

ら
な
い
場
合
が
あ
る
。

質
問　

高
齢
者
の
認
知
症
に
つ

い
て
現
在
の
状
況
を
ど
の
よ
う

に
把
握
さ
れ
、
対
策
を
考
え
ら

れ
て
い
る
か
。

保
健
福
祉
課
長　

レ
セ
プ
ト
や

医
者
か
ら
の
意
見
書
、
訪
問
な

ど
で
判
断
し
て
い
る
。
今
年
度

中
に
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
と
い
っ
た
組
織
を
立
ち

上
げ
る
予
定
。

質
問　

家
族
や
地
域
の
認
知
症

へ
の
理
解
と
協
力
が
必
要
と
な

る
が
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

保
健
福
祉
課
長　

援
助
、
支
援

が
必
要
な
方
の
名
簿
を
持
ち
災

害
時
な
ど
の
対
応
を
消
防
団
の

方
に
情
報
を
共
有
し
丁
寧
に
や

ら
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

そ
の
情
報
デ
ー
タ
は
個

人
情
報
と
し
て
取
扱
い
異
変
が

あ
っ
た
場
合
、
村
長
に
も
報
告

は
さ
れ
て
い
る
か
。

村
長　

年
度
ま
と
め
て
、
あ
る

い
は
半
年
ご
と
、
ま
た
は
特
徴

的
な
こ
と
が
あ
る
と
口
頭
で
報

告
を
受
け
て
い
る
。
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藤本新一 議員

一般
　　質問
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辺
川
ダ
ム
問
題
を
総
括
し
文
書
化
し
て
は

和
田
村
長　

総
括
は
必
要
で
取
り
組
み
た
い

質
問　

川
辺
川
ダ
ム
事
業
は
長

い
年
月
で
我
村
に
与
え
て
い
る

影
響
は
大
き
い
。
国
、
県
の
職

員
も
ダ
ム
問
題
を
十
分
に
理
解

さ
れ
な
い
状
況
に
あ
り
、
ダ
ム

問
題
を
総
括
文
書
化
し
て
国
、

県
の
責
任
を
求
め
る
村
長
の
考

え
は
。

村
長　

総
括
的
な
資
料
と
し
て

は
「
川
辺
川
ダ
ム
と
五
木
村
、

苦
難
な
半
世
紀
を
振
り
返
る
」

が
あ
り
、
関
係
機
関
に
送
付
し

て
実
情
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
や
っ
て
い
る
。

質
問　

ダ
ム
発
表
か
ら
50

年
が

経
ち
、
そ
の
年
代
に
生
ま
れ
た

方
も
国
、
県
の
重
要
な
役
職
に

あ
る
が
ダ
ム
問
題
を
十
分
理
解

さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
下
流

域
の
市
町
村
長
、
住
民
の
方
も

我
村
が
苦
渋
の
選
択
し
た
こ
と

を
理
解
し
て
い
る
方
が
少
な
く
、

文
書
化
し
責
任
を
求
め
る
必
要

は
な
い
か
。

村
長　

下
流
域
の
住
民
の
方
の

意
識
や
、
県
の
当
初
の
職
員
も

入
れ
替
わ
り
に
よ
り
認
識
が
変

わ
っ
て
い
る
。
県
の
新
人
職
員

の
ダ
ム
問
題
研
修
も
や
っ
て
い

る
。
来
年
く
ら
い
に
編
纂
委
員

会
的
な
も
の
を
作
り
た
い
。

質
問　

「
川
辺
川
ダ
ム
と
五
木

村
」
に
は
ダ
ム
問
題
の
流
れ
の

年
表
が
あ
り
、
基
礎
的
な
総
括

す
る
資
料
に
な
る
。
早
い
総
括

が
必
要
で
は
な
い
か
。

村
長　

私
と
し
て
は
総
括
で
は

な
く
経
過
だ
と
思
う
。
ダ
ム
問

題
は
継
続
を
し
て
い
る
と
考
え

て
お
り
、
議
会
と
も
相
談
し
取

り
組
む
。

質
問　

ダ
ム
問
題
で
何
を
損
し
、

何
を
得
た
の
か
を
明
確
に
す
べ

き
。
「
立
村
計
画
基
本
的
要
求
事

項
」
55

項
目
の
中
で
「
村
外
に

移
転
さ
せ
ず
村
内
に
移
転
す
る
」

要
求
を
、
県
は
起
業
側
に
立
っ

て
村
外
移
転
を
進
め
大
き
く
人

口
流
出
を
さ
せ
た
責
任
は
大
き

い
。
村
長
の
考
え
は
。

村
長　

こ
の
問
題
は
水
没
補
償

基
準
妥
結
を
受
け
水
没
団
体
と

の
交
渉
が
先
行
し
、
用
地
取
得

に
も
手
間
取
る
中
で
進
め
ら
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
引
き
続
き
村

の
振
興
に
つ
い
て
は
、
県
の
責

任
に
変
わ
り
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

質
問　

ダ
ム
関
連
事
業
に
伴
い

村
民
の
就
業
形
態
で
は
建
設
業

で
働
く
方
が
多
く
な
り
農
産
物

の
生
産
に
マ
イ
ナ
ス
面
が
出
て

い
る
。
今
は
建
設
関
連
事
業
が

少
な
く
な
る
中
で
農
産
物
の
生

産
に
取
り
組
み
が
出
来

に
く
い
状
況
に
あ
る
問

題
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

村
長　

五
木
村
の
所
得

構
造
が
大
き
く
変
わ
っ

た
。
建
設
業
の
事
業
量

が
少
な
く
な
っ
て
い
く

中
で
、
農
業
、
林
業
に

転
換
し
よ
う
と
思
っ
て
も
な
か

な
か
出
来
な
い
問
題
も
あ
り
、

国
、
県
の
責
任
は
大
き
い
と
思

う
。

質
問　

村
の
再
建
は
今
後
も

国
、
県
の
取
り
組
み
が
重
要
で
、

箱
物
だ
け
で
な
く
誠
の
村
の
再

建
と
振
興
を
考
え
た
対
策
が
必

要
。
30

年
度
以
降
も
国
と
県
に

強
く
求
め
て
行
く
為
に
も
ダ
ム

問
題
を
総
括
し
て
文
書
化
す
る

村
長
の
考
え
は
。

村
長　

村
の
再
建
の
為
裁
判
を

と
の
話
が
2

年
間
く
ら
い
続
い

た
。
弁
護
士
に
も
相
談
し
た
が

無
理
な
面
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、

そ
う
い
う
資
料
も
含
め
て
文
書

に
残
す
。
そ
し
て
国
、
県
の
責

任
を
求
め
て
い
く
た
め
に
も
30

年
度
に
は
着
手
し
た
い
。



五木村議会だより　№ 1 237

中村俊也 議員

「ふるさと五木村づくり計画」

終了後の財源確保は
和田村長　県の財政も厳しい中、ここ１年間が勝負。

最大の努力が必要
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一般
　　質問

質
問　

平
成
21

年
度
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
た
「
ふ
る
さ
と
五
木

村
づ
く
り
計
画
」
の
、
目
標
に

対
す
る
達
成
率
は
。

村
長　

最
終
年
度
に
近
づ
き
つ

つ
あ
る
中
で
、
達
成
は
で
き
て

い
な
い
。
村
民
の
皆
さ
ん
が
満

足
い
た
だ
く
よ
う
な
レ
ベ
ル
ま

で
引
き
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

ス
タ
ー
ト
当
初
、
村
民

も
大
き
な
期
待
感
を
持
っ
て
お

り
、
説
明
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
等

を
通
し
て
様
々
な
意
見
や
切
実

な
要
望
が
数
多
く
出
さ
れ
た
。

村
の
振
興
に
対
す
る
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
見
る
と
、
「
実
感
が
あ

る
」
が
45

％
、
「
実
感
が
な
い
」

が
13

・
４
％
、
「
そ
の
他
」
が

41

・
６
％
で
あ
る
。
「
そ
の
他
」

の
思
い
を
ど
う
捉
え
て
お
ら
れ

る
か
。

村
長　

限
ら
れ
た
施
策
の
中
で
、

優
先
的
に
は
移
住
定
住
促
進
に

力
点
を
置
い
て
い
る
た
め
、
直

接
的
に
恩
恵
を
受
け
て
お
ら
れ

な
い
方
々
に
は
実
感
を
感
じ
て

も
ら
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

高
齢
者
集
合
住
宅
の
取

り
組
み
の
進
捗
状
況
は
。

保
健
福
祉
課
長　

昨
年
度
実
施

し
た
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
も
参
考

に
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
っ
た
。
今
年

度
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
と
に

計
画
を
作
る
準
備
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
、
高
齢
者
向
け
住
宅

の
財
源
、
候
補
地
、
利
用
料
等
、

十
分
検
討
し
た
い
。
不
安
を
抱

え
て
お
ら
れ
る
高
齢
者
の
方
が

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
た
め
、

そ
の
思
い
に
叶
う
計
画
に
し
た

い
。

質
問　

将
来
的
に
路
線
バ
ス
が

頭
地
ま
で
の
運
行
と
な
る
と
聞

い
て
い
る
。
頭
地
以
外
の
細
か

な
移
動
を
ど
う
確
保
し
て
い
く

の
か
。

村
長　

人
吉
球
磨
全
体
で
、
国

土
交
通
省
の
助
成
を
受
け
な
が

ら
「
公
共
交
通
対
策
協
議
会
」

と
し
て
体
系
を
検
討
し
て
い

る
。
路
線
バ
ス
は
人
吉
か
ら
頭

地
ま
で
と
な
り
、
支
線
は
村
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
対
応
す

る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。
実

施
ま
で
に
、
運
行
形
態
や
ス

ク
ー
ル
バ
ス
と
の
兼
ね
合
い
な

ど
、
い
く
つ
か
検
討
し
て
い
る
。

質
問　

路
線
バ
ス
の
経
費
負
担

と
し
て
の
村
の
支
出
金
が
年
々

増
加
し
て
い
る
が
、
新
交
通
体

制
で
は
ど
う
な
る
の
か
。

村
長　

五
木
村
の
負
担
は
か
な

り
軽
減
さ
れ
る
見
込
み
で
あ

る
。

質
問　

「
ふ
る
さ
と
五
木
村
づ

く
り
計
画
」
が
平
成
30

年
度
で

終
了
す
る
が
、
そ
の
後
の
財
源

確
保
は
。

村
長　

基
金
を
造
成
し
た
10

億

円
の
う
ち
、
残
り
約
１
億
円
あ

り
、
こ
れ
は
村
の
計
画
に
使
い

切
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後

の
財
源
に
つ
い
て
は
、
県
に
強

力
に
要
求
を
し
て
い
き
た
い
。

五木村コミュニティバス
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新成人おめでとうございます

豊永　浩
ひろたか

孝さん（宮園）
　新成人として、本日を迎えら

れたことを非常に嬉しく思いま

す。

　また、これまで支援をしてい

ただいた村民の方々や家族に感

謝しています。

私は、五木を離れ京都にある林

業学校に通っています。就職は京都の森林組合

を考えていますが、将来的には五木に戻り林業

を支えていきたいと思います。就職すると五木

に帰る機会は減りますが、別の形で村に貢献で

きたらと思います。そのために、残りの学業も

しっかり頑張っていきます。

岩本　侃
かんゆう

祐さん（栗鶴）
　今回成人式を催して頂きお礼申し

上げます。私は、五木分校を卒業す

るまで 18 年間五木村で育てて頂き、

今は錦郵便局に勤務しています。

　仕事に関わる様々な資格取得やお

客様対応等勉強の日々ですが、お客

様や上司・先輩方、五木村地域の皆

様、恩師、友人、家族に助け支えられ、日々頑張ら

せて頂いてます。

　まだまだ未熟な私ですが、これからも新成人とし

て恥じない言動を心掛け、今まで支えて頂いた皆様

や両親に少しでも恩返し出来ればと思います。

石川　敦
あつや

也さん（松尾野）
　成人式を地元五木村で迎え、社会

人として大きな一歩を踏み出すこと

ができ大変嬉しく思うと共に、こ

れまで支えて下さった多くの方々

に 感 謝 の 気 持 ち で い っ ぱ い で す。

　私は、現在大阪で電気関係の仕事をし

ております。まだまだ覚えることが沢山

あり、日々勉強の毎日です。地元を離れて寂しく思うこ

とはありますが、五木村で学んだ温かい心、コツコツ

諦めず努力することを忘れずに、これからの社会人生

活を乗り越えていき、大人として恥ずかしくないよう

に行動や言動などの全てに責任を持ち、一日一日を無

駄にしないように毎日を大切に過ごしたいと思います。

園田　桃
ももこ

子さん（頭地）
　私の大切な故郷である五木村で成

人を迎えられたことを大変嬉しく思

います。現在、私は熊本県立大学で

英語を勉強しており、将来は英語を

活かした仕事に就きたいと考えてい

ます。そして両親を海外旅行に連れ

て行って私が流暢に英語を話してい

るところを見てもらうことが目標です。成人を迎え

るにあたって、両親や地域の方々に支えられてきた

日々を思い起こしました。これからは、そういった

恩に少しでも報いれるよう日々精進してまいります

ので、今後ともどうぞよろしくお願いします。

土肥　瑞
みずき

季さん（下谷）
　成人を迎えられたことに喜

びを感じており、今までお世

話になった家族、恩師、地域

の皆様に感謝致します。

　現在私は、尚絅大学短期大

学部に通っており、４月から

は錦町の特別養護老人ホーム

で栄養士として働かせて頂きます。まだまだ

勉強中であり未熟な私ですので、日々努力を

怠らず励んでいきます。

　今後は成人、社会人としての自覚を持ち責

任ある行動をしていきます。そしていつかは、

自分の出来ることで五木村に貢献していきた

いです。
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平
成
に
な
り
30

年
を
迎
え
初

日
の
出
を
写
真
に
撮
ろ
う
と
思

い
、
国
見
山
の
携
帯
電
話
中
継

鉄
塔
近
く
に
早
朝
行
っ
て
み
た
。

残
念
な
が
ら
見
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
。

　

家
に
帰
る
と
子
供
た
ち
が

「
お
父
さ
ん
の
今
年
の
目
標
は

何
。
」
と
問
い
か
け
て
き
た
。

　

「
子
供
た
ち
が
笑
顔
で
元
気
に
過
ご
せ

る
１
年
に
し
た
い
。
」
と
答
え
る
と
不
思

議
そ
う
な
顔
で
、
「
ふ
ぅ
ー
ん
。
」
と
子

供
は
、
漢
字
を
覚
え
る
事
と
、
料
理
を

覚
え
る
事
と
い
っ
て
く
れ
た
。

　

「
子
供
は
社
会
の
宝
」
と
言
わ
れ
て
い

る
。
今
年
の
五
木
村
の
成
人
者
は
、５
人
。

人
が
減
る
こ
と
は
数
年
前
か
ら
予
測
さ

れ
て
い
た
。

　

本
当
に
笑
い
顔
で
過
ご
せ
る
村
づ
く

り
に
邁
進
し
な
け
れ
ば
と
決
意
を
新
た

に
議
会
活
動
と
議
会
だ
よ
り
の
充
実
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

新
春
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

（
早
田
）

五
木
村
議
会
だ
よ
り
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様
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お
り
ま
す
。
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カカツガユの葉 カカツガユの実

�����

������
����

表紙題字：故 尾方　芳郎氏

カカツガユ（クワ科）別名ヤマミカン
　暖地に生える常緑低木で枝には鋭い刺

とげ

がある。葉は互
ごせ い

生し、長さ４～６㎝の卵状長

楕円形、５～６月に開花し果実は秋にオレンジ色に熟して食べられる。（図鑑より）

　五木村では平瀬の下流（つがのき）で確認しているが、その他の地域では確認して

いない。果実は熟すると甘い。

国見山からの初日の出

～お詫びと訂正～

　前回のやまめ 122 号で、一部字句の誤りがありまし

た。訂正の上お詫びいたします。

（３ページ）誤 西本久徳→ 正 西村久徳

（５ページ）誤 2,800,000 円→ 正 28,000,000 円


